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夕
食
時
、
小
学
校
１
年
生
に

な
る
孫
が
私
に
質
問
し
ま
し
た
。

「
目
の
見
え
な
い
人
が
、
こ
う

や
っ
て
白
い
杖
を
上
げ
る
の
は

な
ぜ
で
し
ょ
う
？
」

　

そ
う
い
え
ば
、
黄
色
が
パ
ッ
と

目
に
入
る
ポ
ス
タ
ー
に
、男
性
が

白
杖
を
真
っ
直
ぐ
上
げ
て
い
る

の
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
「
目
の
見
え
な
い
人
が
、
困
っ

て
る
っ
て
、
知
ら
せ
て
る
ん
よ
。

だ
け
ん
、
ど
う
し
た
の
で
す
か
っ

て
聞
く
と
」

　

こ
う
い
う
こ
と
を
孫
に
教
え

ら
れ
、私
は
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
や
九
州
豪
雨

災
害
を
機
会
に
、
福
岡
県
盲
人

協
会
は
、「
白
杖
シ
グ
ナ
ル
運
動
」

を
始
め
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
、こ
の
シ
グ
ナ
ル
の

意
味
を
知
り
、
み
ん
な
に
伝
え

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

そ
し
て
勇
気
を
出
し
て
声
を

か
け
、
多
く
の

人
と
つ
な
が
っ

て
い
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

�

（
田
中
）

バ
ァ
バ
、知
っ
と
う
？

目の不自由な方の

　白杖頭上50㎝のＳＯＳ
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■
　
男
性
介
護
者
の
現
状

　

平
成
22
年
国
民
生
活
基
礎
調
査

に
よ
る
と
、
同
居
の
主
な
男
性
介

護
者
は
30
・
６
％
と
な
り
、
平
成

16
年
国
民
生
活
基
礎
調
査
25
・
１
％

と
比
較
す
る
と
、
５
・
５
ポ
イ
ン
ト

上
昇
し
、
さ
ら
に
、
87
・
４
％
は

50
歳
以
上
と
い
う
現
状
で
す
。

　

つ
ま
り
同
居
介
護
者
の
約
３
分

の
１
は
男
性
介
護
者
だ
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
数
は
実
数
に
し

て
１
０
０
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

■
　
男
性
介
護
者
の
苦
悩

　

男
性
介
護
者
は
、
食
事
・
洗
濯

な
ど
生
活
技
能
の
不
足
や
不
安
、

問
題
を
一
人
で
抱
え
込
む
傾
向
、

収
入
減
に
よ
る
経
済
的
問
題
な
ど
、

男
性
が
介
護
に
参
加
す
る
こ
と
は
、

喜
ば
し
い
こ
と
だ
け
で
は
な
い
現

実
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
11
月
の
中
日
新
聞
に

よ
る
と
、
平
成
12
年
か
ら
10
年
間

に
、
殺
人
・
心
中
な
ど
被
介
護
者

が
死
に
至
る
事
件
が
少
な
く
と
も

４
０
０
件
に
上
り
、
加
害
者
の
４

分
の
３
を
男
性
が
占
め
て
い
ま
す
。

増
え
る
男
性
介
護
者
と
広
が
る
支
え
合
い

～
一
人
で
悩
み
抱
え
な
い
で
。
あ
な
た
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

■
　
男
性
介
護
者
の
支
援

　

全
国
で
は
男

性
介
護
者
の
会

や
つ
ど
い
が
広
が

り
、
平
成
21
年

に
は
、「
男
性
介

護
者
と
支
援
者

の
全
国
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
が
結

成
さ
れ
、
男
性
介
護
者
の
孤
立
の
解

消
と
、
地
域
を
基
盤
と
し
た
男
性
介

護
者
の
支
え
合
い
、
仕
組
み
作
り
の

支
援
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

福
岡
県
で
は
、
認
知
症
の
人
と

家
族
の
会
福
岡
県
支
部
が
男
性
介

護
者
の
つ
ど
い
を
定
期
的
に
開
催

し
支
援
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

７
月
に
行
わ
れ
た
、
男
性
介
護

者
の
つ
ど
い
で
は
、

・�

妻
の
認
知
症
に
よ
り
、
料
理
教
室

へ
半
年
通
っ
た
こ
と
。

・�

頭
で
は
分
か
っ
て
い
る
が
、
現
代

医
学
と
自
分
へ
の
い
ら
だ
ち
が
抑

え
き
れ
な
い
こ
と
。

・
仕
事
を
や
め
て
し
ま
っ
た
こ
と
。

な
ど
が
、
涙
な
が
ら
に
語
ら
れ
ま

し
た
。

男
性
介
護
者
の

�

あ
な
た
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

�

（
立
山
　
利
博
）

「
仕
事
を
や
め
な
い
で
！！
」

　

変
だ
と
は
思
っ
て
い
た
が
、

知
人
に
言
わ
れ
て
異
変
に
気
付

い
た
。

　

神
経
内
科
受
診
、
妻
は
認
知

症
と
知
ら
さ
れ
シ
ョ
ッ
ク
。「
10

年
ぐ
ら
い
で
、
あ
な
た
の
顔
も
判

ら
な
く
な
る
」「
治
ら
な
い
。
た

だ
、
遅
ら
せ
る
だ
け
」
と
告
げ

ら
れ
た
。
認
知
症
の
勉
強
を
始

め
、
家
族
の
会
に
入
会
。

　

症
状
が
進
む
中
、
薬
物
治
療
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
な
ど
の
利
用
や
本
人
へ
の
対

応
を
学
ぶ
。

　

こ
れ
ま
で
、
多
く
の
方
々
に
支

え
ら
れ
た
か
ら
、
仕
事
も
継
続
。

　
「
仕
事
を
や
め
な
い
で
」
妻
の

介
護
を
私
は
で
き
ま
し
た
。
頑

張
り
す
ぎ
な
い
で
、
福
祉
制
度

を
利
用
し
、
多
く
の
支
え
て
下

さ
る
方
々
と
一
緒
に
、
介
護
を

続
け
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
本
会
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
改
選
を
行
い
ま
し
た

の
で
、
新
役
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
任
期
：
平
成
25
年
７
月
23
日
か
ら
平
成
27
年
７
月
22
日
）

監
　
事

監
　
事

理
　
事

理
　
事

理
　
事

理
　
事

理
　
事

理
　
事

理
　
事

理
　
事

理
　
事

理
　
事

理
　
事

理
　
事

副
会
長

副
会
長

副
会
長

会
　
長

役
職
名

内
藤
　
康
治

山
口
　
慎
輔

中
西
　
省
三

田
村
　
光
男

内
田
百
合
子

日
野
　
　
智

中
村
　
愼
介

千
々
和
恵
美
子

田
中
　
壽
子

髙
宮
　
俊
博

嶋
田
　
敏
雄

渡
邊
　
幸
一

石
山
　
洋
一

上
村
　
　
清

古
賀
　
章
子

篠
原
　
照
行

篠
澤
　
善
道

丸
本
　
直
彦

氏
　
名

⑥⑤④④④④③②②①①①③②①⑥
選
任
区
分

①自治区公民館連合会� ④社会福祉関係団体の代表、校区社協
②民生委員児童委員の代表� ⑤福祉、教育、医療関係の代表　　　
③ボランティアグループの代表� ⑥社会福祉について知識を有する人　

選
任
区
分

役
員

紹　介

この社協だよりは、赤い羽根共同募金の配分金で作成しております。
2・NOGATA



著
　
者
　
中
田　

整
一

発
行
所
　
講
談
社

直
方
市
立
図
書
館
蔵
書

「
四
月
七
日
の
桜
」

　

敗
色
濃
く
な
っ
た
１
９
４
５
年

４
月
、
日
本
海
軍
の
最
後
の
頼
み

で
あ
る
戦
艦
大
和
の
沖
縄
出
撃

準
備
命
令
が
出
た
。
勝
つ
見
込
み

の
な
い
、「
海
上
特
攻
作
戦
」だ
。

　

出
撃
直
前
、
同
艦
に
乗
り
込
ん

だ
海
軍
兵
学
校
を
卒
業
し
た
ば

か
り
の
若
者
73
人
の
命
を
惜
し

み
、
退
艦
を
命
じ
た
軍
人
が
い

た
。
こ
の
命
令
を
下
し
、
大
和
と

運
命
を
と
も
に
し
た
第
２
艦
隊

司
令
長
官
の
伊
藤
整
一
の
人
生
。

　

日
米
開
戦
に
慎
重
だ
っ
た
彼

の
、
そ
れ
で
も
望
ま
な
い
歴
史
の

渦
に
巻
き
込
ま
れ
た
と
き
・
・
・
。

極
限
で
己
の
筋
を
通
し
、
命
を
落

と
す
こ
と
を
選
ん
だ
。

　

今
年
も
杉
並
の
旧
宅
で
運
命

の
四
月
七
日
に「
父
子
桜
」が
咲

く
限
り
、
春
の
風
が
、
美
し
く
も

悲
し
い
遠
い
戦

争
の
記
憶
を
運

ん
で
く
る
。

�

（
広
田
）

図書室

　

近
年
、
私
た
ち
の
身
近
な
と
こ

ろ
で
は
、
心
の
病
気
に
悩
む
人
が

増
え
て
い
ま
す
。

　

病
気
に
加
え
、
周
り
の
人
々
の

誤
解
や
偏
見
が
社
会
で
の
生
き
づ

ら
さ
の
大
き
な
要
因
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
学
習
会
で
は
、心
の
病
気
っ

て
ど
の
よ
う
な
も
の
？
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
ま
す
。

　

心
の
病
気
に
関
心
の
あ
る
方
は
ど

な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

【
内
容
】

　

心
の
病
気
に
つ
い
て

　

～
統
合
失
調
症
、
う
つ
病
な
ど

　

は
私
た
ち
に
も
身
近
な
病
気
～

【
講
師
】

　

嘉
穂
・
鞍
手
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　

精
神
保
健
係

【
日
時
】

　

平
成
25
年
10
月
７
日（
月
）

　

10
時
～
12
時

【
会
場
】

　

直
方
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
直
方
市
山
部
６
１
６-
１
４
５
）

【
主
催
】

　

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

ゆ
い
の
会

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

直
方
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

電
話
：
０
９
４
９（
２
３
）２
５
５
１

　

ア
ル
ミ
缶
・
ス
チ
ー
ル
缶
は
、

か
つ
て
缶
本
体
と
タ
ブ
の
部
分
が

切
り
離
さ
れ
る
も
の
で
し
た
。
そ

の
た
め
、
ポ
イ
捨
て
さ
れ
た
タ
ブ

を
踏
ん
で
足
を
怪
我
し
た
り
、
野

生
動
物
が
誤
っ
て
飲
み
込
み
死
亡

す
る
な
ど
し
た
た
め
、
そ
の
改
善

と
環
境
美
化
・
保
護
の
一
環
と
し

て
プ
ル
タ
ブ
を
回
収
し
始
め
た
こ

と
が
こ
の
活
動
の
真
意
で
す
。

　

つ
ま
り
、
缶
と
プ
ル
タ
ブ
が
一

体
化
し
た
今
は
、
タ
ブ
だ
け
集
め

る
よ
り
も
、
缶
ご
と
集
め
る
方
が

何
十
倍
も
リ
サ
イ
ク
ル
価
値
が
高

く
、
効
率
的
な
の
で
す
。

　
「
プ
ル
タ
ブ
を
集
め
て
車
い
す

を
贈
ろ
う
」
と
い
う
話
は
、
集
め

た
プ
ル
タ
ブ
・
ア
ル
ミ
缶
を
廃
品

回
収
業
者
に
買
い
取
っ
て
も
ら

い
、
換
金
し
た
お
金
で
車
い
す
を

購
入
す
る
も
の
で
す
。

　

つ
ま
り
、
車
い
す
以
外
の
も
の

に
も
換
え
ら
れ
る
の
で
す
。

　
心
の
病
気
に

　
　
　
　
　
つ
い
て
学
習
会

　
本
当
に
知
っ
て
る
？

　
　
　
～
プ
ル
タ
ブ
回
収
～

情

報

の

広

場

11
月
24
日
（
日
）
の
徘
徊
模

擬
訓
練
本
番
に
向
け
て
、
認

知
症
の
基
礎
知
識
と
対
応
や

訓
練
の
具
体
的
な
勉
強
会
に

つ
い
て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
を
聞
き
な
が
ら
、
伝

わ
っ
て
く
る
の
は
、
校
区
の
人

の
強
い
絆
で
あ
り
、
行
政
や
社

協
と
一
体
に
な
り
、
こ
の
問
題

を
全
市
に
広
げ
て
い
こ
う
と
す

る
強
い
意
志
で
し
た
。（
石
黒
）

徘
徊
模
擬
訓
練
と
は

　

認
知
症
の
人
が
行
方
不
明

に
な
っ
た
と
い
う
想
定
の
も

と
、
捜
索
・
声
掛
け
ま
で
の

な
が
れ
を
訓
練
し
ま
す
。

　

訓
練
の
目
的
は
、
地
域
ぐ

る
み
で
認
知
症
の
人
と
家
族

を
支
え
、
認
知
症
に
な
っ
て

も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
で
す
。

　

超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
よ
く

耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

が
、「
認
知
症
高
齢
者
の
徘
徊
」

と
い
う
言
葉
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
増
え
る

こ
の
問
題
に
、
正
面
か
ら
地
域

を
挙
げ
て
取
り
組
も
う
と
し
て

い
る
の
が
植
木
校
区
で
す
。

　

植
木
校
区
は
、
認
知
症
の
高

齢
者
が
行
方
不
明
に
な
り
遺
体

で
発
見
さ
れ
る
事
故
も
経
験
し

て
い
ま
す
。

　

第
３
回
実
行
委
員
会
で
は
、

地
域
に
根
ざ
し
た
独
自
の
　
　

福
祉
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

徘
徊
の
あ
る
高
齢
者
を
地
域
で
救
え
！

「
徘
徊
模
擬
訓
練
に
向
け
て
」～
植
木
校
区
自
治
区
公
民
館
～

この社協だよりは、赤い羽根共同募金の配分金で作成しております。
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集
編

後
記

　

平
成
25
年
５
月
11
日

　
　
　
　
　
　
　
　

～
平
成
25
年
８
月
10
日

　

25
件　

合
計
金
額　

５
５
０
，
０
０
０
円

　
　
　
　
（
お
名
前
は
承
諾
さ
れ
た
方
の
み
掲
載
、
敬
称
略
）

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

●
植
　
木
　
戸
畑　

義
幸

●
須
崎
町　
（
故
）
松
田　

静
子

●
頓
　
野　
（
故
）
野
山　

英
治

●
頓
　
野　

栗
田　

等

●
下
　
境　

馬
場　

誠

●
中
　
泉　
（
故
）
池
田　

操

●
頓
　
野　

林　

功
次

●
上
頓
野　

清
水　

和
子

●
山
　
部　

菊
竹　

美
里

●
中
　
泉　

有
馬　

礼
子

●
上
頓
野　

窪
田　

貴
代

●
植
　
木　

武
内　

敦
子

●
下
　
境　

行
實　

啓
助

●
下
新
入　
河
﨑　

利
子

●
山
　
部　
（
故
）
清
水　

豊

●
植
　
木
　
古
橋　

葉
子

●
上
頓
野
　
上
川　

明

●
上
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車いす寄贈のお礼
　前号の社協だより（６月１日号）で、車いすの寄贈をお
願いしたところ、住民や病院の方々から10台の車いす
を寄贈していただきました。紙面にてお礼申し上げます。
　また、寄贈いただいた車いすは、社協を通して、車
いすの不足により活動に支障をきたしているとご相談
を受けた、自主防災会や高齢者・障害者施設などにお
渡しいたしました。ご相談を受けた台数は充足しまし
たので、車いすの寄贈は終了させていただきます。

　ありがとうございました。

　10月１日～12月31日までの３ヶ月間、赤い
羽根共同募金運動が全国で一斉展開されます。
　赤い羽根共同募金は、民間の社会福祉事業を
支援するための募金として社会福祉法に位置づ
けられ、市内の高齢者、障害者、子どもたちやボ
ランティアなど、様々な地域の福祉活動を支え
ています。
　皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

赤い羽根共同募金運動
始まります！

福祉まつり
開催します！
　「地域の福祉、みんなで参加」を合言葉に、福祉教
育や市民交流、関係機関・団体の連携を深めます。
　手話コーラス、福祉体験コーナー、おいしい食べ
物、物販など目白押し。
　ぜひ遊びに来てください。
　日　時：10月27日（日）　10時～15時
　場　所：直方市体育館
　【お問い合わせ】直方市社会福祉協議会
　電　話：0949 （23） 2551

上頓野校区自主防災会特別養護老人ホーム
遠賀野園

直方リハビリセンター サービス付き高齢者向け住宅
くらじの里家
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この社協だよりは、赤い羽根共同募金の配分金で作成しております。
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